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タイリクウスゲガムシ O o s t e r n u m  s o r i c o i d e s 
d’Orchymont, 1941 

分布地：中国，九州（？）．
スギタウスゲガムシOosternum sugitai Hoshina, 2009 

分布地：本州（福井県），北海道（初記録）．
タケダウスゲガムシOosternum takedai Hoshina et 

Satô, 2005 
分布地：本州（福井県）．

トシイエウスゲガムシOosternum toshiiei Hoshina et 
Satô, 2004 

分布地：本州（石川県）．

注）このほかにも，現在，投稿準備中の未記載種がある．
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【短報】愛媛県におけるヨコミゾドロムシの追加記録
ヨコミゾドロムシ Leptelmis gracilis Sharp, 1888

は，河川下流域の流木や植物の根際，平地の湧水
のある植生豊かな池，河川敷の水たまりなどに生
息していることが知られている（林，2007）．主な
生息環境が平野部や河川下流域にあることから，
環境の改変等の人的干渉によって生息地は減少傾
向にあり，環境省のレッドリスト（2007）では絶
滅危惧 II 類に選定されている．

愛媛県における本種の既知記録は 3 例と少なく，
大洲市肱川町 Gotanji（Satô, 1959），宇和島市三間
町（渡部，2010），および松山市重信川（河口から 1.0 
km ～ 17.2 km の間）（国土交通省，2006）のみである．
そのうち 2 例（Satô, 1959；渡部，2010）は，1 個
体のみの記録である．筆者らは，愛媛県において

図1．市坪西町産のヨコミゾドロムシ（左）と生息環境
（右）．

本種を複数個体採集しているので報告する．
3 頭，松山市市坪西町，21. V. 2011，岩田朋文採集・

保管；16 頭，同所上流，16. VIII. 2011，吉富博之採集
（E15）；1 頭，鬼北町西仲，10. X. 2009，吉富博之採集．

なお，松山市市坪西町は重信川の堤外にある池
と，重信川の本流，鬼北町西仲は砂礫質の小河川
である．
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